






























どを行い、短期間で ICT を活用した地域資源の活用、価値創造を学ぶ機会となりました。2019 年





また、長期プログラムとして、2018年 9月 18日から 10月 28日の藤枝市での地域実習Ⅰ・Ⅲを




















大学生 4 名が、2019 年 1 月 12 日、13 日に本学を訪れ、学内や巣鴨商店街、座・ガモールでのフ
ィールドワークが行われました。その中で、本学学生も共にフィールドワークへ参加したり、静
岡大学生に座・ガモールの取り組みをプレゼンテーションする機会をいただいたりと、新しい学
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【地域支局通信】 
生同士の学び合いの連鎖が紡がれていきました。学びを通じて生まれた繋がりを、学びを通じて
太く育てて連鎖を紡いでいくことが、これからの地域づくりに大きな可能性を持つと、これらの
事例から感じています。 
「関係人口」という、その地域に住む定住でも、観光としての交流でもなく、何かしらの形で
その地域と結びつきを持つ人口の概念が生まれ、注目されていますが、「人口数」として量で測ら
れてしまいがちです。藤枝と東京の学生対流のように、一つ一つの繋がりの「質」を育てていけ
るように、次年度以降も継続してプログラム開発とコーディネートを進め、学びの連鎖を紡いで
いきたいと思います。また、その連鎖を藤枝や他地域にも還元し、地域づくりの促進をしていこ
うと思っています。 
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